
 

原発再稼働を断罪してください 
大飯原発差止裁判第 1 回口頭弁論 

 近畿など 17都府県の 1107人が国と関西電力を相手に福井

県の大飯原子力発電所(1～4 号機)の稼働差止を求めた裁判

の第１回口頭弁論が、７月２日、京都地裁(第６民事部大島

眞一裁判長)101 号法廷で開かれました。廷内には原告と弁

護団 52 人、被告代理人 19 人。満席の傍聴者 80 人、報道関

係者が見守るなか、午後２時から４時まで、原告や原告代理

人弁護士が次々立って、｢地震大国｣に設置された原発の危険

性を指摘、福島第一原子力発電所の事故原因も究明されず収

束のめども立っていない、家族、コミュニティが破壊された

まま、大飯原発を再稼働させ、住民を危険に陥れている、国

や関西電力の責任を追及、稼働の差止を強く訴えました。 

  地震国に原発は無理 

 最初に証言席で陳述した竹本修三原告団長(個体地球物理

学、京都大学名誉教授)は、パワーポイントの日本地図にほ

ぼ帯状につらなる地震発生地点を示しながら、太平洋プレー

トとフィリピンプレートがせめぎ合う上にあるのが日本列

島、南海トラフ地震は若狭周辺への影響もある、この地震国

日本に原発は無理、と指摘しました。 

  水素爆発にことば失う外国テレビ 

 渡辺輝人弁護士(弁護団事務局長)は、地震は予知できず、

日本では、いつどこで巨大地震が発生してもおかしくない、

というのが科学的知見、として、電力会社が宣伝してきた安

全神話を批判。裁判所も安全神話にお墨付きを与えてくみし

てきた、と述べ、こうしたなかで福島第一原発の事故が発生

したと、パワーポイントで第一原発、第三原発の水素爆発の

動画を示しました。第一原発は｢水蒸気を抜いたもの｣という

東電や学者の音声、第三原発の爆発にことばを失う海外テレ

ビ局のアナウンサーの姿も写しました。 

  過酷な事故直後の避難 

 三上侑貴弁護士は、事故直後の避難状況について陳述。海

洋、陸上に放射能汚染がひろがる動画、ヨウ化カリウムを飲

む写真、被曝検査を受ける写真もしめして、情報も届かず、

避難の移動は適切にはなされず、３月末までに重病患者など

60 人が死亡したこと、自衛隊搬送中にも 21 人が搬送中かそ

の直後に亡くなっていると指摘しました。 

  圏内は遺体も野ざらし 

畠中孝司弁護士は、2011 年８月 29 日時点で避難者は 14

万 6520 人にのぼり、これはチェルノブイリ原発の１年以内

の避難者に匹敵すると述べ、無人となった双葉町の映像、防

護服姿で捜索をする警察官の写真も示し、津波によって死亡

した遺体が発見されても放射能に汚染されているため放置

されたままになっている、火葬、埋葬すらしてもらえない、

と悲惨な有様を訴えました。 

京都に避難してきた原告として 

 つづいて福島県南相馬市から避難してきた原告の福島敦 

 

子さん、福島市から避難してきた大場桂子さんが被災と避難

の実態をそれぞれ次のように陳述(要旨)しました。 

 再稼働を断罪してください 

放射線量の高い福島市に避難したり、戻ろうとしたら警察

署員がバリケードを設置していて行けず、避難所で遊べない

子どもや周囲への気遣い、テレビで見た水素爆発に死を覚悟

した人もいた。娘２人を連れ、ごみ袋３つに衣服と貴重品を

詰めて三度目の避難先、京都へやってきた。貴重品以上に大

事なものが『スクーリニング済証』で、これなしでは病院へ

も入れず、避難所移動もできない。外部被曝だけでなく内部

被曝の危険もありこの状況はわからない。娘は名前が福島な

ので『フクシマゲンパツ』とあだ名をつけられたこともあっ

たが、気遣ってくださる先生方、たくさんの気の合う友達に

恵まれ、持ち前の明るさで乗り切った。バラバラになった南

相馬の友達にはテレビのニュースで姿を見つけて元気をも

らっているようだった。あれから 800 日、福島第一原発の事

故は収束せず放射能は放出しつづけ、事故原因の解明もされ

ず、誰ひとり責任もとらず被災者は生活に疲弊し、家族の崩

壊と向かい合っていかなければならなくなった。避難指示が

解除されても帰れない。孤独死、自殺も耳にする。そんな折

の大飯原発の再稼働に優遇される根拠は見当たらない。日本

国民の懸念の声を無視した人権侵害であり、日本最大級の公

害だ。この民意に司法はどれほどの人が苦しめば真剣に向き

合ってくれるのか。子どもたちを守ることに必死な、懸命な

母親たちをどうか救ってください。子どもたちに少しでも明

るい未来をどうか託してあげてください。大飯原発の再稼働

は、現在の日本では必要ないと断罪してください。 

さらに、福島市から避難してきた原告の大場桂子さんは、

事故により人生が大きく変わってしまったと次のように述

べました。 

失われるのは形あるものだけではない 

子どもたちは福島の自然豊かな春の息吹を感じながら爽

快に自転車をこいで登下校することが叶わなくなった。放射

能汚染で制限された生活よりも、自由に外で活動しのびのび

と普通の生活を送る環境に移る方が幸せではないかと考え、

家族で何度も相談して避難を決意した。子ども２人と京都へ

きた。だが、子どもたちは新しい環境に適応できないでいる。

父親と離れ、気心の知れた幼いころからの友達と離れ、子ど

もの喪失感、疎外感は大きい。なにも楽しいことがなくなっ

たという。ひんぱんに家族に怒りを爆発させる。残った夫は

家事と親の介護、雑事に追われ、息子とのコミュニケーショ

ンは成り立たない。子どもたちは福島へ戻る気力もやり直す

気力もなくしてしまった。もう戻れない。避難が裏目に出て

しまった。どうするのが最善なのか毎日自問自答している。

もし、こちらでも大飯原発で事故が起これば、子どもに二重

被曝をさせてしまう。放射能汚染によって失われるのは形あ

るものだけではない。心を病み人間関係が崩れる。多くの人

の人生がくるってしまう原発は必要ない。大飯原発の運転は

 

 

 

京都版№1184 

７月１５日 
 

2013 年 

第 1733 号 

号 
日本国民救援会京都府本部 

〒604-8854 

京都市中京区壬生仙念町 30-2 

     ラボール京都５階 

TEL.075-801-3915 

  FAX.075-822-6632 

救援新聞付録                                                                  京都版 

１カ月３００円（郵 送 料 １ 部 ４０ 円 ）  

 

発行 日本国民救援会 

 
〒113-846 東京都文京区湯島 
2-4-4 平和と労働センター内  
TEL０３（５８４２）５８４２  
FAX０３（５８４２）５８４０  
http./ /www.kyuenkai.org 
e メール info@kyuenkai.org 

（裏面へつづく） 



一刻も早く止めてください。 

  変わらぬ安全神話で再稼働 

 さらに大島麻子弁護士が、相変わらずの安全神話で再稼働

が決定された事実を陳述。｢国会の事故調査委員会の報告は

公表もされず、国がホームページで公表した暫定基準はＡ４

判用紙でわずか 12 ページ、たった三つの安全基準が加わっ

ただけ、これを徹底的な事故検証から得られた知見の集大成

と自画自賛して国は大飯原発３号機、４号機の再起動を決定

した。国も電力会社の安全神話のなかにどっぷりつかってい

て事故を直視できないでいる｣ 

  裁判所は『力ある正義を』 

 また、玄海原発差止訴訟弁護団の共同代表でもある板井勝

弁護士も応援の弁論を展開しました。｢九州では、佐賀の玄

海原発の差止を求めて6097人、鹿児島の川内原発差止は2000

人の原告が裁判を起こしている。福島第一原発の事故の被害

は半永久的、壊滅的。同じような事故を繰り返してはならな

い。もう一度起これば日本は壊滅する。この国にはジェット

気流は西から東に流れていて、福島はその終点、九州は始発

点、放射能汚染は全土に飛散する。原発は国の政策で推進さ

れている。原発を廃炉にするため国も被告とした。国に『安

全基準』はなく、あるのは『操業基準』。水俣病、カネミ･ラ

イスオイル事件も国の『基準』はクリアしたが被害は発生し

た。福島もそうだ。原発事故をおこすのは、地震だけではな

い。人為ミス、隕石落下、航空機墜落、テロ(ミサイルによ

るテロも)も考えられる。原発がつくられたのは戦後、70 年

もたっていない。その間に、スリーマイル島、チェルノブイ

リ、福島と人類は３回も大事故を体験した。裁判所は、二度

と原発事故を起こさない歴史的判決を下し、『力ある正義』

をつくりだしてほしい」 

  人類の存在をおびやかす事故直視を 

 最後に、元裁判官の出口治男弁護団長が裁判所の立脚点に

ついて次のように訴えました。｢従来裁判所は、自動車、飛

行機、などの交通、医薬品など科学技術を利用した機械、装

置の事故について絶対安全というものではなく、常に危険を

ともなっていて、その危険性が社会通念上容認できる水準以

下で、危険性が相当程度人間によって管理できる場合に、危

険性と科学技術によって得られる利益とを比較する、という

考え方で、原子炉の安全性もみてきた。しかし、福島の事故

は、原発の危険性が人間によって管理できないことを白日に

さらし、この見方が誤っていたことを明らかにした。福島の

事故原因も解明せず、多くの人々の苦難を放置して、関電、

国は次なる原発事故の可能性を生じさせようとしている。人

を人とも思わない構造がここにあらわれている。福島第一原

発の事故が示した事実は、自動車事故や航空機事故などとは

全く違う異次元の、人類の存在を根底からおびやかすもので

あることを直視し、司法の役割を誠実に、そして勇気をもっ

てはたしていただきたい。｣ 

 法廷内を圧倒した弁論。とりわけ、福島さんや大場さんの

陳述にはすすり泣きの声も。拍手も沸き起こりました。裁判

官も顔を紅潮させて聞き入り、被告席(国、関電側)にも目を

潤ませる姿がありました。 

次回第２回口頭弁論は、12 月３日(火)午後２時から。 

パレードで市民アピールも 

この裁判に先立ち、午前 11 時からは 70 人の参加で脱原発 

を訴えるパレ―ドが裁判所周辺で行われました（写真）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 時 15 分からの京都御苑富小路グランドでの傍聴券の抽

選には、110 人が集まり、抽選に外れた人などを集めた京都

弁護士会館の解説用の｢模擬法廷｣には、94 人が参加して弁論

の内容を見守りました。 

また、裁判終了後の弁護士会館での報告集会でも裁判内容

の報告や解説、陳述した福島さんや大場さんの感想、質問な

ども出され活発な意見交換をしました。 

なお、訴訟は第二次提訴を準備していて、弁護団は原告を

募集(申し込み料 5,000 円)しています。救援会へ連絡いただ

ければ申し込み書などをお送りします。 

 

 

 

会員拡大がんばっていま

す 
 暑いなか支部では、会費やカンパのお願いとあわせ会員拡

大もがんばっています。支部ごとの昨年８月からの拡大の状

況は次のようになっています。 支部:拡大数(行動会員数) 

北上支部:22 人拡大(５人で)、山科支部:15 人(６人)、宇城久支

部:11 人(７人)、中京支部:９人(３人)、綴喜八幡支部:５人(３

人)、下南支部:５人(１人)、与謝支部:４人(３人)、口丹支部:

４人(２人)、福知山支部:１人･舞鶴支部:１人(いずれも１人)。

班では、南法律事務所班、府職労班、第二中央病院班、右京区

の会員もがんばっています。 

 

 

 

署名ありがとうございます！ 
          【2013.6.3～7.2】順不同・敬称略 

上山 勇、小谷 脩、上田公子、山岡良右、高向吉朗、三浦智

恵子、平井一二三、塩貝建夫、武蔵野眞知、立命館大学教職

組、大木映子、京都第一法律事務所班、笠谷武司、大平 勲、

大西弘恭、傍島恭子、宅間正夫、京都コムファ、舩本正人、

佐藤京子、奥村 勇、増田茂巳、河本イク枝、清家和彦、京

都いしずえ会、河端允子、全国一般京都地本、大江伸子、金

光栄子、竹井美恵、松元科代子、丹所紀代子、安嵜 正、小

濃孝之、谷口宗一、森岡譲、嶋崎圭祐、小峰敏明、中井和夫、

荒井正雄、山田フサ、松村裕子、勝浦晋吾、原田省造、石堂

京子、大竹台吉、服部眞吾、田中立美、佐武志津子、星 幸

敏、大坪政明、井筒かほる、山﨑住男、鞆岡 誠、太田垣 靖、

 

 



木村康郎、森下美代子、新保理子、湯口眞智子、有馬 哲、

中川 学、前川徳子、梅原正之、石岡知江子、野村泰一、小

林 毅、東 理代吉、山田喜彦、仁張美之、京都シネマ。････

ご協力ありがとうございました。 


